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両秩序過程が動的に結合した形態は (i)磁気秩序が瞬時に完成 し,格子秩序過程がそ

の環境の下で徐々に進行する場合, (ii)磁気秩序の形成時間が格子秩序過程の初期に大

きな役割を果す場合, (iii)両秩序過程が完全に動的に結合している場合等が考えられるO

合金が固体の場合は,両者の緩和時間が十分分離されていて容易に動的結合は生じない

が,ここでは (lil)の場合を想定する事により両過程間の関係を論じたo

磁気相互作用の静的な効果としては,共存曲線 (相分離温度 ),スピノダ′レ線,のシ

フトを通じてあらわれる間接的な面があるo臨界波数kcが Ⅰ>Oでは大きい方-シフ

トし,相分離に役立っクラスターの範囲を拡げ, 1く 0では長波長領域にkcがずれ,

Ⅰくく0の領域でk-0のモー ドが最大成長モードとなる為,相分離を示さなくなる｡ 磁

気相互作用のない場合,系自身に相分離機構を内蔵していなくても(Ⅴ-0), Ⅰが或る

値以上になれば相分離を起こしうる｡

動的な側面の内,線形成長速度は以上にのべた静的な側面の反映としてとらえられる｡

両秩序形成過程の相互依存性は求めたTDGI｣方程式の最低次の結合項からの寄与 を見

る限り,やはりⅠの符号が重要である｡即ちⅠ>0では本来の成長速度を磁気秩序形成

過程が加速し,Ⅰ<0では抑止効果を示す｡Iくく0ではやはり-様なモー ドのみが動

的にも安定存在となり,相分離は起らない｡

以上の議論を格子秩序過程のみを記述するTDGlJの振舞と対比させながら行った｡

* 詳細はブレブT)ントにゆず ります｡
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最近,無限自由度系の不安定状態の崩壊過程の統計力学的研究が盛んである｡現象と

しては,スピノダル分解が古くから合金等で観測されていた｡理論的にはTDGI.モデ

/レに基いた解析 1)や交換型動的イジングモデルについての計算機実験2)がある｡しかし,

現実の結晶では格子の歪みや二相の格子定数の違いが重要であり,それらは揺ぎの時間
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発展に影響を与えるであろう｡臨界溶液の場合はそのような問題はなく,揺ぎの成長発

展をみるのに,よりクリーンな系であるといえる｡また,臨界点近傍であるが故に理論

的取扱いにおいて系のミクロな情報,例えば分子間力の具体的形等をまともに考慮する

必要がない｡近年,臨界溶液で揺ぎのクリティカルスローイングダウンを利用 してスピ

ノダル分解が観測されている3.),4)

我々は秩序変数 S(r)の確率分布関数 p(fsい)に対する方程式から出発して簡単な近

似により揺 ぎのスペクトルを計算 し,上述 した実験と比較検討した｡P(tsi,t)の従が

う方塩式は二つの非線型性を持っ｡一つは方程式に含まれる自由エネ′レギーの4次 の項

から生 じるTDGlJ型相互作用であり,もう一つは液体に特徴的な,速度場を媒介にして

生 じる非局所的長距離相互作用である｡ スピノダ′レ分解の初期過塩では二相分離は揺ぎ

の相関距離 E経度の領域で始まるO従がって,その程度の波長を持っ揺 ぎに対 して,ガ

ウス分布を仮定することはできない｡ 単純なR.P.A.近似を越え,且つ計算機実験とか

なり合 う方法として Lange,達のものがあると)我々はTDGL型非線型性にこの近似を適

用する｡一方,長距離相互作用が Eより充分大きな波長のモー ドに支配的であるなら,

そこではR.P.A｡近似が使えるであろう｡

このような考察に基づいた我々の結果のうち,揺ぎのスペクトルのpeakpositionの時

間変化はquenchdepthの小さい場合の実験結果 3),4)と任意パ ラメーターなしでよく一致

する｡一方,peakheightの時間変化はquenChdepthが大きいとき理論の予想より遅くな

る傾向を示す｡特にKnobler達は実験データをTDGI｣型スケーリングを使って解析 して

いる.4)実験的には quenchingrateの影響や,多重散乱の補正の問題があるし,我々の理
論 も多くの粗い近似を使用 している｡ 液体の臨界点近傍での過渡現象で揺ぎがTDGI｣

型のスケーリングに従がうか,液体の動的スケーリングに従がうかは今後の実験,理論

両面の進展に持たねばならない｡詳細は文献 5) を参照されたい｡
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